
出資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

令和 31年 8月 24日 総務管理部 広報対話課

※以下は令和 3年 4月 1日現在の内容です。

2 法人等の概要 
―

3 役員数

4′職員数

(単位 :人)

:人 )

1

エフエム上越 株式会社

代表取締役 熊田 唯志

■ 常 勤   口 非常勤 ■ プFパー  国 市兼務! 口 その他

新潟県上越市本町 3丁目2番 26号

平成 11年 2月 8日

50,000千円 51j O%

市民に的確で分かりやすい行政情報を提供するとともに、災害時の緊急情報を迅

速に提質し、市民生活の安全。安心を確保するため。

但)放送法に基づく超短波放送事業及びその他の放送関連事業

(21放送番組の制作及び販売業務

13)放送時間の販売業務             '
14)広告業務及び宣伝業務   ほか         Ⅲ

4 1 0 31 3

0 10 1 1 0

41 4 5 1 0



5 事業実績 (概要)

【第 23期 (令和 2年度)】

。第 23期 (令和 2年度)の売上高は 32,739千円 (前期比△8,290千円)と なりました。新型

コロナウイルス感染症が拡大した影響により、広告収入やイベント収入などが減少したこと

が主な要因です。

・ 売上原価は 4,520千円 (前期比△2,337千円)、 販売費及び一般管理費は 38,362千円 (前期

比△477千円)と なり、営業利益は△5,143千円となりました。

・ 営業外収益には消費税差益など930千円を、営業外費用には支払利息 66千円を計上し、経常

利益は△4,279千円となりました。

。この結果、最終的な当期純利益は△4,459千円となり、第 23期 (令和 2年度)末の累積欠損

金は 35,811千円となりました。

【第 24期 (令和 3年度)】

・令和 3年 4月 1日 付で解散となつたため、第 24期 (令和 3年度)の事業実績はありません。

・ 営業利益は△297千円となり、雑損失を含めた経常利益は△313千円となりました。

・ 最終的な当期純利益は△327千円となり、第 24期 (令和 3年度)末の累積欠損金は 36,138

千円となりました。

【営業収益 (売上高)の内訳】 (税抜、単位 :千円)

【広告契約数】 (件数)

これまで経営健全化を目指した取組を進めてきましたが、昨今の当業界を取り巻く社会情勢

の変化や同社の業務実績を総合的に勘案し、コミュニティFM放送事業単独での経営健全化

は困難であるとの判断から、令和 3年 4月 1日付で同事業を上越ケーブルビジョン株式会社

に譲渡し、同日付で同社は解散しました。

11,21815,371 15,110広告料収入

19,77518,403受託事業収入 18,335

6,013 3485,824イベント収入

796946 940番組表広告収入

563 602998その他の収入

32,73941,469 41,029合 計

27117 114契約数
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項 目

第 22期

自 平成 31年 4月 1日

至 令和 2年 3月 31日

第 23期

自 令和 2年 4月 1目

至 令和 3年 3月 81日

第 24期

自 令和 3年 4月 1日

至 令和 3年 4月 1日

損
益
計
算
書

売上高 41,029 32,739 0

売上原価 6,857 4,520 0

売上総利益 34,172 28,219 0

販売費及び

一般管理費
33,839 33,362 297

営業利益 333 △ 5,143 △ 297

営業外収益 524 930 0

営業外費用 97 66 16

経常利益 760 △4,279 △ 313

特別利益 0 0 0

特別損失 0 0 0

税引前当期純利益 760 △ 4,279 △ 313

法人税等 180 180 15

当期純蒋1益 580 △ 4,459 △ 327

項 目 令和 2年 3月 81日現在 令和 3年 3月 31日現在土 令和 3年 4月 1日現有土

貸
借
対
照
表

資 産 26,055 20,593 20,456

負 債 7 407 6,404 6,595

純資産 18,648 14,189 13,862

50,000 50,000 50,000

△ 31,352 △ 35,811 △ 36,138

0 0 0

6 財務状況 (税抜)
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入 して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない場合があります。
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19,327 19,556 21,577① 放送委託料

506497 501②
防災ラジオ起動試験委

託料

82419, 20,057 22,083計

7 市からの財政支出等,

任)委託額 (税込)

121 財政援助額 (税込)

8 今後の経営計画等
任)次期事業計画

(単位 :千円)

(単位 :千円)

な し

12)中長期経営計画

な し

4

0 0① 補助金 (助成金) 0

0 0 0② 貸付金

0 0③ 損失補償 0

0 0 0④ 債務保証

0 0⑤ その他 ( ) 0

0 0 0計



9 令和 3年度 経営状況の分析 日評価
(1)第ニセクター等の経営状況の分析・評価のフローチヤー ト

※「第ニセクター等に対する関与方針」から抜粋

債務超過に陥っている、又は、資本金の 50%を超え

る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

↓いいえ

↓いいえ

B 法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はあるか

イまい

第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

イまい

イまい

↓いいえ

現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

BからD評価の法人は12)ヘD

【特記事項】

第 24期末の累積欠損金は36,138千 円で、資本金 50,000千 円に対する比率は 72.3%と な

ったため、D評価となりました。

なお、令和 3年 4月 1日 をもつてコミュニティFM放送事業を上越ケーブルビジョン株式

会社へ譲渡し、同社は解散したため、評価委員会の分析・評価対象としません。

5

3期連続の赤字であるか

ク|―チャートによる評価基準

A 経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行 う

法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、第ニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

債務超過に陥っている、又は、
資本金の 50%を超える累積欠損金がある



(2)令和 3年度 第ニセクター等評価委員会の分析 日評価

分析 日評価結果を受けての対応方針

10 令和2年度 第ニセクタT等評価委員会の分析 H評価に対する対応状況

□,課題あり

由 課題なし

【その他指摘事項等】

① 単年度黒字を達成したことは評価されるべきであるが、売上高に占める市からの委託料
あ割合が約47%であり、市への依存度が高い状況は続いている。

② 内部の経営資源を再点検し、新しい事業分野への進出を検討するとともに、毎期の財務
諸表を比較し支出経費の精査を行う必要がある。              ィ
② 着実に黒字を継続し、借入金の圧縮を図ちことで財務体質を健全化すべきである。

・ コミユニティFM放送事業単独で経営健全化は困難でがるとの判断から、令和3年 4月 1

日付おFM放送事業を上越ケーブルビジョン株式会社へ譲渡し、同社は解散した。  、
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も

i

決 算 報 告 書

第 23期

自 令和 2年 4月 1日

至 令和 3年 3月 31日

ェフェム上越株式会社

新潟県上 虫々市 本経丁3-2-26
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エフエム上越株式会社

貸 借 対 照 表

令和 3年 3月 31日 現在

の    部負    債部資    産
額金科 目額金目科

3,335,607 1

1,002,000

1,144,182

297,225

712,200

180,000

3,068,3101

1,739,500

1,328,810

【

【

一債

金

金

金

等

等

入借
　
　
　
税

税

流
眸
未
預
未
未

債

金

金

入

払

負

借

未

定

期

期

固

長

長

】

6,403,917負 償 の 都  合 計

金

金

余

備

剰

準

本

本

資

資

本

金

株

資

０

　

０

の資

主 資 【【

本

)

(

純 資 産 の 部  合 計

(

療1 余  金 ) (

((

よ4,189,084

-35,810,916 )

14】 189,084

50,000,000

益
益
卿
爛

利

利

そ

繰

準  備  金
利 益 剰 余 金

益 剰 余 金

0

-35,810,916

-35,810,916

15,690,549 }

14,660,449 )|

8,111,378

345】 717

4,728,765

296,488

924,801

253,300

〔

(

【 0 】

(

( 250,000 )

250,000

4,902,452 ユ

1,254,497

3,620,712

11,403

15,840

780,100 )

780,100

産

金

金

品

金

預

資

び

掛

蔵

誉

動

及金

流

現

売

貯

立

形 固 定 資

物 付 属 設

形 固 定 資 産 )

話  加  入  権

(投 資 そ の 他 の 資 産 )

出    資   金

【繰 延 資 産 】

築

装

定   資

械

具 器

(無

電

固

有

建

建

構

機

エ

ヅ

産

産

物

備

物

置

品

産

具 備
ス  資

393負 僚 ・ 純 資 産  合 計20,593,091産 の
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損 益 計
‐
算 書

日

日

月

月

４

３

年
年

和
和
令
令
自
至

二 日)

32,671,568

51

28,219,046

Ⅲ ……33,36唖坐

388

28

1,329

736 65,736

5

7451929

42,

1

…
       4,278,569

0

4,278

売

放

合

価

費

計

【販 売 ・ 一 般 管 理 費】

益

息

金

入

[特

上 原

送

〕

取 利

取 当

業

売 上 総 利 益

営 業 損 失

業  外  収営

受

受

雑

　

営

支

配

収

　

外

払

　

　

　

別

経 常 損 失

利  益】

高

翔

費  用】
利  息

失

損却

損

除産

別

資定

特

固

売    上    高
ミューシ
や
ッタハ・ ―卜・ 売 上

税 引 前 当 期 純 損 失

法 人 税 住 民 税 事 業
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販売費及びT般管理費明細書
ェフエム上越株式会社

日

日

月

月

年
年

和
和
令
令

自

至

3,733,953

467,135

12,620

112,433

905,542

10,000

426,000

296,818

127,730

1,022,328

9,340

169,537

2,069,482

194,400

17,455

81,350

1,741,206

461,788

21当

費

費

賃

費

費

費

費

費

費

料

料

費

料

費

費

課

費

料

費

給

法

福

運

車

通

接

広

事

消

賃

支

水

支

諸

会

租

減

行

雑

利

生

　

連

　

際

伝

品

　

険

熱

数

定

利

　

両

　

待

告

務

　

払

道

払

福

厚

　

関

信

交

宣

用

　

借

保

光

手

会

議

　

償

産

手

品経

却価

用政

公
　
　
使

税

　

財
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ェフエム上越株式会社

【株主資本】

資本金

新株式申込証拠金

資本深lJ余金

資本坤備金

その他資本剰余金

資本剰余金計

利益剰余金

利益準備金

別途積立金

r 繰越利益剰余金

その他利益剰余金

株主資本等変動計算書

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当夕羽首残高

当期変動額

当期純利益

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当鶏末残高

(単位 :円 )

50,000,000

0

|.

0

.1ェ !!ど!!!!!F!!.歯 !馬高∴IE二||1言 ||ユ |キ |と ||ミ   〔と |

0
|

0

0

||

-311352,072

日

日

月

月

４

３

年
年

和
和
令
令

自
至

0

0

0

0

0

０

　

０

、  414,8潟 44
-3岳1810`916

-31,352,072

-4,45e,844

-31,352,072
利益剰余金計
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ェフエム上越株式会社

自己株式

自己株式申込証拠金

株主資本合計

【評価・換算差額等】

【新株予約権】

【純資産合計】

株主資本等変動計算書

自 令和 2年 4月 1日
至 令和 3年 3月 31日

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当翔首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

当期首残高

当翔変動額

当期末残高

当期首残高

当期変動額

当期末残高

(単位 : 用

18,647,928

-4,458,844

18,647,928

-4,458,844

■ __二二菫担豊塑鱈生

)

0

0

0

0

０

　

０

０

　

０
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個 別 注 記 表
エフエム上越株式会社

自 令下口2年 4月 1日
至 令和 3年 3月 31日

(資産の評価基準及び評価方法)

1.有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

移動平均法による原価法を採用しております。

2.たな卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法を採用しております。

(固定資産の減価償却方法)

と.有形固定資産

有形固定資産については、l日定額法又は定額法を採用しております。

なお、取得価額10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づく3年均等償却を採用しております。

2.リース資産

法人税法の規定に基づくリース期 FR尋定額法を採用しております。

(その他 計算書類の作成基準)

1消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税抜方式によつています。

(貸借対照表に関する注記)

1.固定資産の償却状況

(1)期末における償却不足累計額 71193,691円

22,754,588円(2)有形固定資産の減価償却累計額

(株主資本等変動計算書の注記)

0発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(―株当たり情報に関する注記 )

1株当たり純資産額

1株当たり当期純損失

14,189円 8鉄

4,458円 84銭

前期末株式数 増加株式鉄 減少株式数 当翔1末株式数 摘要

I発行済株式】

瞭渡制限株式 1,00C 1,000

合計 1,99C 0 0 1,000
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決 算 報 善 書

第 24期

自 令 和 3年 4月 1日

至 令 和 3年 4月 ヽ日

エフエ ム 上 越 株 式 会 社

新 潟 県上越 市 本町 3-2-26
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ェフエム上越株式会社

貸 借 対 照 表

令和3年 4月 1日現在

葛・002.000
11320,182

2971225
712,200
194,900

3.068,310】

1,7391500

税
穣
費
人
消
羞
払
払
未
未

債
金

負

入借
定
期

回
長

未

預

入
金
金
等
等

…30,1381400
0

-36:138,400

-36,138,400

０

０

501000,000

洸

く

　

く

金
金

余
備

剰
準

ホ
本

資
資

金
金
金
金

利
利
そ
繰

金本

)

151553,905

141523.865

81090,740

342,302

4,8621804

2341588

8971601

245,850

(

【 0

11254,497

3,620:712

11,403

15・840

,301100

7801100

2501000 )
2501000

物 付 轟 設
禁

装期資
絨鶏一 産

権
資

入
定回形

話
無
電

(投 資 そ の 他 の 資 産 )
出   資   金

【繰 延 資 産

現
売
貯
立
　
　
固
有
建
建
構
機
エ
リ

掛
蔵
替

資

・
熊 資

寵
Л多 霞

金
金
品
金

預金 及

産
産
物
備
物
置
品
産
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エフエム上越株式会社

損 益 計 算 書

塁専霜:峯 4月 :目

【販 売 。一 般 管理 費】

【売 上 原 価 】

売 上 総 利 益

営 業 損 失

【営 業 外 収 益】

経 常 損 失

【特  別  利  益】

【特  別  損  央】

前当期純
覇t住民耕事

失損弓税
業税人

用
共

費外
損

業営
雑
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エフエム上越株式会社

販売費及び一般管理費明細書

自 令和 3年 4月 1日
至 令和 3年 4月 t日
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エフエム上越株式会社

株主資本等変動計算書

当期首残高
当期変動額
当期末残高

当期首残高
当増変動額
当期末残高

当期首残高
当期変動観
当期末残高

当期首残高
当期変動額
当期末残高

当期首残高
当期変動額
当期末残高

当期首残高

日

日

１

．

子

月

月

４

４

年
年

３

３

和
和
命
令
自

至

【株主資本】
資本金

(単位 :円 )

50,0001000

Oi           1     0

0
0!

-351810,916

|                                                                                

―

新株式申込証拠金

資本剤余金
資本準備金

資本利余金計

利益剰余金
利益準備金

別途積立金

繰越利益素ll余金

その他利益剤余金

利益剰余金計

0

0高
額
高

残
動
残

営
変
末

期
期
期

当
当
当

O

0

0

益蜘期肺　麟蜘嚇　嚇卿嚇

当

　
当

　

当

当
当

　

当

当
当

-35,310,916

-38,310R916
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株主資本等変動計算書
エフエム上越株式会社

自己株式

自己株式申込証拠金

株主資本合計

【評価・換算差額等】

【新株予約権】

【純資産合計】

月

月

４

４

年
年
３
３
和
和
令
令
自
至

日

日

髯

韓

鍋
靭
綿
　

靭
期
耕
　

鶉
期
赫

　

錦
期
綿
　

鶉
靭
綿

　

錦
軸
綿

期
期
期

　

期
鶏
綿

　

期
期
期

　

期
期
細

　

期
期
期

　

期
期
期

当
当
当

　
当
当
当

　

当
当
当

　

当
当
当

　

当
当
当
　

当
当
当

(単位 :円 1)

0
0

T三
===・
工 |二 .iaこ

|.

4

:

1:    ~   
フ
 1,「  iどこ:O il

0

0

1■189,084

.:

「
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原価法を採用しております。

瑠謎鶏樫降零鰹縣乱てぉります。
(圏定資

ております。

ェフエム上越株式会社

(資

個 別 注 記 表

自 令和 3年 4月 11日

至 令和 3年 4月 1日

7,199,691円

22.891,172円

131861円 60銭
327円 48戯

こ基づく3年均等

2ドユース資産
法人増と落¢規定に基づくリース期間定額法を採用

しております。

q    軌方式によつています。
昭民轟寄棚 不足累計額
(2'有形固定資産の減価償却累計額

(株主資本等変動額計算書
3憩訊上びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(一株当たり情報に関する注記
1株当たり純資産額
1株当たり当知純損失

増 カロ孫 薫禦 補要 _

囲残藍 11999 1.000

合 計 Л・じ
【〕〔J 」 巧.000
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